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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気学会（IEEJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 2143 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 2143-1 第 1 部：劣化処理手順及び試験結果の評価 

JIS C 2143-2 第 2 部：熱的耐久性の測定－評価指標の選択 

JIS C 2143-3 第 3 部：熱的耐久性の計算の手引き 

JIS C 2143-5 第 5 部：相対熱的耐久性指数（RTE）の求め方 
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Electrical insulating materials-Properties of thermal endurance- 
Part 5: Determination of relative thermal endurance index (RTE) 

 
序文 

この規格は，2008 年に第 3 版として発行された IEC 60216-5 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS C 2143-1 及び JIS C 2143-2 に従って求めた試験データから，相対熱的耐久性指数を導

くために用いる試験手順及び計算手順について規定する。この計算手順は，JIS C 2143-3 の手順を補うも

のである。 

この規格は，外挿なしで，単一の固定した時間及び温度による熱劣化処理後の評価の指針についても規

定する（箇条 7 参照）。 

試験データは，非破壊試験，破壊試験又は保証試験によって求めるが，破壊試験をかなり広範囲に採用

している。非破壊試験又は保証試験では，終点に到達した試験片の個数が試験片の中央値を超えた時点で，

残りの試験を打ち切って得られる不完全データを用いることがある（JIS C 2143-1 の 5.8.2 参照）。 

この規格は，熱劣化の挙動に基づいて，電気絶縁材料の耐熱クラスを指定するための手引きとする。 

この規格の計算手順は，熱ストレスが主要な劣化要因であるとき，電気絶縁システムの耐熱クラスの決

定にも適用する。 

注記 1 対応国際規格には，計算を容易にするためのコンピュータプログラムに関する附属書 C があ

る。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60216-5:2008 ， Electrical insulating materials － Thermal endurance properties － Part 5: 

Determination of relative thermal endurance index (RTE) of an insulating material（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 2143-1 電気絶縁材料－熱的耐久性－第 1 部：劣化処理手順及び試験結果の評価 


